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対話の指導方法について
木 村 宗 男
音声言語は形式の面か ら分けて,対 話 と独話の二つとされ る。対話は言
語活動の最も基本的かつ普遍的なかたちである。 日常の簡単な用事から・
国際間の高度 な政治問題まで対話によって処理 される。そのように広 く大
きな役割 を果たすことができる対話 を日本語 で行 ないたいとい う外国人に
対する指導方法 について考えてみる。
1「 対 話 」 に つ い て
1・ 「対 話 」 の概 念
まず 一 般 に 「会 話」 と 「対話 」 が どの よ うに理 解 され て い るか を見 るた
めに,二,三 の辞 書 に 当 っ てみ よ うo
『広 辞 苑 』 第2版(岩 波 書店)
会 話 相 対 し て談 話 す る こ と。 ま た そ の談 話 。
対 話 向 い 合 っ て話 す こ と。相 対 し て話 す こ と。 会話.対 話 。
『岩 波 国語 辞 典 』(岩 波 書 店 〉
会 話 向 か い あ っ て話 しあ うこ と,ま た そ の話 しあ い。 「英一J
対 話 向 か い 合 っ て話 す こ と。 また そ の話 。
『新 明解 国語 辞 典 』(三 省 堂)
会 話9向 か い あ っ てす る談 話 。 口 外 国語 で す る談話 。
対 話 む き あ っ て話 す ・こ と(話)。
『国語 新 辞 典 』(研 究 社)
会話i・ 相 対 して談 話 す る こ と,対 話ltalkl2.(特 に〉外 国 語 で話
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を す る こ と.[co【1versa虚on]
対 話L向 か い合 っ て 話 をす る こ と.[CQnversaεio司2.舞 台 の 上 な
どで,二 人 が 台詞(セ リフ)の や9と りをす る こ と.ldialoguc1
『例 解 国 語 辞典 』(中 教 出版)
会 話 人 と話 をす る こ と。 ま た そ の話 。[現 在 お も に外 国 語 で 人 と話
し合 う時 に使 う1[窓 口 で何 か 一 を して い るH英 語 の を習
う1ξ 英 一 の で き る人]
対 話 二 人 で 向 か い 合 っ て 直 接 話 を す る こ・と。 「英 語 で 一 す る 」
「一 の上 手 〔じ ょ うず)な 人
」
な ど の よ うに な っ てい る、 どれ を見 て も,「 会 話 」 と 「対 話 」 は 類 義 語 と
し て扱 わ れ て い る。 『明解 』 以 下 で は,外 国 語 で 話 し合 うこ とを意 義 特 徴
と してあ げ て い る。 元 来 「会 話」 と い う語 は,明 治 の 初 め に,conversation
の訳 と して 生 まれ た も ので,ヘ ボ ンの 『和 英 語 林 集 成 』(第2版1872)で は
r会 話
」は な い 。同書 英 和 の部 で も"Convピrsatioパ ・に対 し て,`・・Hanashi,
danwaナmajiwari,okonai,g取6gf!'と あ っ て,ごkuwaiwa》 は な い。(注!)
これ に対 して,話 し こ とぱ 研 究 の専 門的 立 揚 か ら,学 者 は対 話 をつ ぎ の
よ うに規 定 づ け て い る.代 表 的 な もの を二,三 示 そ う。
西 尾 実 氏 は 「1対1」 の 話 レ合 い を 「対 話 ・問 答 」 と し,「1対 多数 」 の
話 し合 い を 「会 話 ・討 議 」,そ し て,立 揚 のわ か っ て い な い公 衆 を相 手 と
した 「1対 衆」 の揚 合 を 「公 話 ・討 論 」と して い る。(国 立 国 語研 究所 論 集
Fこ とぱ の研 究』p ・5-8)
大 石 初太 郎 氏 は話 し こ とば を分 類 し て,「1対1』 の 「対 話 」 と,そ れ の
複 合形 態 と し て の 「会 話」 とす る。(『話 し こ とぱ論 』p.24)
虞 口喜 一 郎 は 『日本 語 教 授 法原 論』の 第 欝 章 「話 方 教 授 と綴 方教 授 」で,
「会 話
」 は主 と レて 臼常 の 社 交 に お け る 応 接 的 談 話 や 目常 生 活上 の応 待 の
話 し方 を 指 す も の と し,r対 話』 は 広 い範 囲 に わ た る もの で あ る と して い
る。 そ して,「 対 話」 を3種 に分 け,知 的 要 素 の 濃 い 「問 答 」 と,情 的 要
素 の濃 い 「会 話 」 と,論 理 的 要素 の濃 い 「討 論 」 と して い る。(p.306～7)
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『ロ ゴス ・コ トバ 論 』 の著 者 藤 原 藤 男 氏 は
,対 話 は弁 証 法 的 なす が た を と
って前 進 す る もの で あ る と し,「 両 者 の意 見 が 完 全 に 一 致 す る ところ に は
親 しい会 話 は あ って も対 話 は な い、 ま た,両 者 の意 見 が 完 全 に分 裂 して い
て,両 者 に真 理 発 見 の熱 意 の ない と ころ に は,う わ す べ り.の会 話 は あ っ て
も,本 当 の意 味 の対 話 は な い」 とす る。(pユ3)
以 上 の よ うな諸 家 の 説 を参 考 と した 上 で わ た し の考 え る 「対 話」 は つ ぎ
の よ うな もの であ る。
「対 話
`と は そ れ ぞ れ 目的 意識 を 持 つ 二 者 の あ い だ に 交 互 に行 な わ れ る
口頭 の言 語 行 為 で あ って,意 志 ・情 報 ・情 緒 の伝 達 ・交 換 の た め に行 な わ
れ る もの,ま た そ の 話 をい う、 目的 意 識 を持 たず に行 な われ る の は,単 な
るお しゃ べ り,む だ 話 で あ って対 言舌で は な い。
外 国 人 が 日本 語 で話 す 場 合 に は,ほ とん どす べ て の場 合 な ん らかの 目的
意 識 を持 って い る。 母 国 謡 に よ らず 不 自 由 な外 国 語 を使 っ て話 す のは,目
的 意 識 あ っ て こそ で あ る。 彼 らの 日本 語 学 習 自体 が,な ん らか の 目的 を も
っ て な され る の で あ る。 日本 で生 活 し,業 務 な い し研 究 ・学 習 を行 な うた
め の 日本 語 学 習 で あ り,日 本 入 と 「対 話」 す るた め の対 話 学 習 で あ る に ち
が い な い 。 これ まで の 「会 話」 の概 念 に よ る 「会 話 指 導」 とい う漫 然 た る
や り方 で は,上 に述 べ た よ うな 「対 話」 の た め の 能 力 は 十 分 に養 うこ とが
で き な レ、と考 え る。
2・ 対 話 の機 能 と 目的
普 通 の人 が 日常 行 な っ て い る 言 語 活 動 の 大 部 分 を 占 め る の は 対 話 で あ
る。 そ の対 話 を微 細 に観 察 す る と,つ ぎ に示 す もの の どれ か に 当て ぱ ま る
機 能 と 目的 を持 っ て い る。
(1)あ い さつ 。 互 い に好 意 を示 す 。 見 ず 知 らず の聞 柄 な ら,敵 意 を持
た な い こ とを示 す 。
(2)依 頼 ・要 求 ・命 令 。 相 手 に よ っ て欲 求 を充 足 され る こ と を求 め る.










め の対 談 な どo
(8)学 習 ・教 育 。 授 業 中 な どに こ とば の訓 練 の た め に行 な うも の。 実
生 活 で は あ ま り見 られ な い。
3,対 話に見られる特徴
この講座の第7分 冊で,北 条淳子氏が'「口頭表現一 構文の特徴を中心
にして」と題 して,詳 しく述べている。そのほか実際の対話では,音 調に
よる表現の変化,方 言 ・非標準的表現などがしぱしば表われることも記憶
しておきたい。
II対 話 の 練 習





目各教科書には,そ の教科書の使用方法が指示 されている。教師 と学生が忠
実 にこれを守るなら,初 級段階での音声言語はまずまず満足できる程度に
習得できるはずである。 しかし,そ むだけでは対話能力 として十分である
とは言えない.初 級で習得する語彙 ・文法 ・文型 ・文体などがごく限 られ
ているためもあるが5か りに,、足 りないものを中級 ・上級で充足したとし
ても,そ れだけで対話能力を保証することはできない。
対話とい う言語行為では,相 手の言 うことを理解 し,そ れに対する反応
を表現する。するとこんどは相手がそれに対 して同じようにする占こうし
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て,音声による理解 と発表を相互に繰 り返すのが対話である。 したがって,
中級 ・上綴で教科書の文を文字によって解釈するだけの授業が行なわれる
としたら,学 生の対話能力の向上はあまり・期待できない。対話σ)ための指
導は,初 級のあいだだけではな く,中 級 ・上級へ と,一 貫 して行なわれな





文型練習(置 換え,転 換 ・延長 ・展開 ・合成など〉
反応練習
聞き取P練 習











さを要求するのであるから,繰 り返 して行なうこと・それには物や絵 を取
り換えて行なうことが必要である。物や絵 を使って,教 師が簡潔な問いを
発し・学生が同じように簡潔に答える一 これをつぎつぎと変えて,速 く
言 う練習 もよい。たとえば,あ る物や絵 を示 して,
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教 師 「い い で す か」 学 生 「い い で す 」
教 師 「た べ ます か」 学生 「た べ ま すJま た は 「た べ ませ んJ
教 師 「重 い で す か」 学 生(持 っ て み て)「重 い です」 ま た は 「軽 い で す 」
教 師 「す き です か」 学生 「す き で す」 また は 「き らい で す」
な どの よ うにす る。 これ も反 応 を速 くす る 二 と をね らい と し て行 な うの で
あ るか ら,答 え るの に迷 わ な い もの につ い て行 な う。
聞 き取 り練 習 は,文 を聞 か せて,事 実 と合 致 して い る か ど うか 言 わ せ る





ると)・うものではない。 そのような 安易な考えは排斥 しなければな らな
い。以下,問 答練習について詳しく述ぺ よう。
対話の練習 として行な う問答をつぎの3種 に分 けて考える。
模倣対話練習一 教科書の対話をそのまま,教 師 と学生または学生 と学
生のあいだでや りと9す る。対話の形式ではあるが本質的に対話ではない。
模擬対話練習一 教科書の対話の文型 を使 って,類 似の対話を行な う。
創造的対話練習一 教科書の対話の内容に関連 して,文 型や語句にとら
われずに行なわれる対話である。
3種 の練習のうち,創 造的対話練習こそ実際的な対話に最 も近いもので
ある。模倣対話は最も遠 くにあり,模 擬的対話はその中間である。(注3〉
問答の形で練習を行な うときには,そ の問答が3種 のうちのどれに属する
か ということを念頭においてしなければならない。3種 の練習の配分 と順
序 を誤 らぬことも大切である。初級の初期には模倣対話 を多く行な う。進
むに従って模擬対話を多くし,無 理のない程度に創造的対話 を与 えるよう
にする。中級では,創 造的対話が多 くな り,上 級では,あ とに述べる実際
_i〔〕9_





話 の準備 として行なわれるものであるか ら,た だ教科書中の問答をそのま
ま繰 り返すばか りでな く,一 定の文型 と既習の語句を使って,変 化のある
問いと答えを言わせることが大切である。問答の形をとった文型練習であ




師は既習の語句をつぎつぎと繰 り出して・その課 の文型による問いを発 し
なければならない.普 通の速度で正 しく言えるまで繰 り返し続ける。教師
の側に言い誤 りや停滞のないように・予め紙に書いてお くのはよいが,そ
れを読んではならない。話す調子で言 う。テープに吹き込んでおいて,学
生にあとをつけて言わせてもよい。LL〔 語学演習装置)は この練習に多 く
使われる。個々の学生の言 うのを聞いて,発 音や ことばの誤 りを訂正する









づいた問答をする。その課の内容の事実について,惰 況 ・経過 ・原因 ・理
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由 ・結果などを聞く方法 と,教 師 ・学生の個人的事実 について,同 じよう
に問答する方法とがある。その課の内容が普遍的事実 を述べたものの揚合






答える学生を指名するとき,注 意 しなければならない ことが三つある。
第一に指名がかたよらないようにすること。第二に,指 名は問いを言 った
あとですること。こうすれば,教 師の問いに対 して,学 級の全員が耳をか
たむけ,答 える用意をする。もし,さ きに名前を言 うと,他 の者は問答の
外にいて傍観者的態度を取ることになる。第三は,容 易な問いは比較的で
きない学生に当て,む ずかしい問いを比較的できる学生に当てる。できる



















こともあ り,学生の側か ら自発的に出て くることもある。いずれにしても・
対話の方向を誘導 し,進 行を統御するのは教師である。
「自由会話
」 ということばを聞 く。 これは 「自由作文」 と同じように,学
生の恣意によって話題を選び,会 話を進行 させるとい うことであろう。本
来会話というものは自由であるべきもので・話題の選択 ・進行 ・方向 もす
べて会話者の恣意によるものである。 それは対話指導 の最終段階 である,
というよ りも,自 由会話ができるということは,対 話学習の完成 を意味す
るものであろう。対話能力を調べる一つの方法ではあっても,自 由会話そ
れ自体を対話指導の方法の中に位置づけることはできない。









上記のようなことを話題 として,学 生 と対話する際・指導上大切なこと
は,言 語の形式面を整える二とに神経 を捷うよりも,内 容の点でかみ合 う
対話をすることである。教師はそのために,広 範な知識と巧みな誘導技術











覚その他感覚に訴える手段が取られる。対話の練習でも,実 物 ・絵画 ・写
真 ・スライ ド・ラジオ ・テープ ・映画 ・テ レビ ・VTRな どを使用して対
話を進めることができる。教師が用意 したものばかりでなく,学 生の持っ







なわち,誤 りを指摘 して訂正するのではな くて,誤 りをそのまま受け取 る










関心をひく時事問題,身 辺の事柄,世 問ばなしなど,語 彙 ・表現など学生
の能力に妥協せず,日 本人に話すとお 引こ話す。話題が興昧あるものの場
合や,そ れについて知識のある揚には,言 語の形態的障害を乗 り越えて対
談を進めることができる。そのあいだに学生は語彙をふやし,表 現を学ぶ









セントがかうだの,語 法や文型があ>の か うのといって詮議がやかまし
くな夢,言 葉の生命が逃げる。どんなやさしいことでも相手にそのこと
を話 し,相 手にその事の意味を聴いてもらふといふ心構が大切だ。それ





教授者には教へる心 と話す心 とが・ とかく一進一退する。本当に話す
時が本当に学習者の心にコ トバが聴き取 られる時であるβ(漢 字 ・かな
づかいも原文のまま。ただし,旧 字体の漢宇は標準字体に直した。)
4,補 足
そ の ほ か,対 話 指 導 上 注 意 す べ き こ と を示 して お く。




④ 学生同志,同 国人同志でも日本語で話す習慣をつ くらせる、
⑤ ときには劇化練習 も行ない情緒表現に慣れさせる。
⑥ 読解教材により語彙 をふやし,表 現力を身につけさせる。
⑦ 新聞 ・テレビなどによって話題 を豊富にする。






行なおうとした りする ことになりがちである。 実際的 な対話はその性質




(1)さ ね と う ・けい しゅ う氏は ヨ中国人 日本留学史』 で,「 目本語彙 の中国 語文
への とけこみ」の中 に 「会話Jを あげている。(P・398)
(2)早 大語研 の 目本語 教室で作成 し,使 用 している初絃教科書 は,第1課 か ら日
本 の文 字のみ(ひ らがな ・カタカナ ・漢字)で 書 かれ てい て,ロ ーマ字 は使われ てい
ないが,授 業 では,課 ごとに青声 からはいる方法 を取 っている。 これ は,音 声 言語
の習 得のために も文宇の学習 を並行 させ る方 炉よい とい う考 えに基 づいてお り,音
声言語 の基礎 を習 得す ることにかわりはない。
〔3)山 口喜一郎 は 「話方 の材料即ち思想 と言葉 の方面か ら見 ると,摸 倣的話方 ・
半模倣 的話方 ・創造的話方 の三種に区別 され る」 と してい る.(『 日本語教授法原理』
P・301)
(4)・r国 語文化 講座 第6巻 国語進出編』(1942朝 日新聞社)P・245
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